
 

 
 

企画展「ひょうごの遺跡 2009～ 2018－調査研究速報－」の開催について  
 
 

 県立考古博物館では、平成 30 年１月 20 日（土）～３月 25 日（日）の会期で、兵庫

県政 150 周年記念事業・開館 10 周年記念企画展「ひょうごの遺跡 2009～ 2018－調査

研究速報－」を開催します。  

兵庫の考古学研究の最新情報を公開するとともに、今回は開館 10 周年を記念して、

開館から 10 年間の選りすぐりの研究成果もご紹介します。  
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兵庫県政 150 周年記念事業・開館 10 周年記念 

企画展「ひょうごの遺跡 2009～2018－調査研究速報－」のみどころ 

 毎年、考古学研究の最新情報を公開することを目的に開催している企画展です。 

 今回は、考古博物館開館 10 周年を記念して開館から 10年間の選りすぐりの研究成果と、平成 29年

度に実施した最新の発掘調査成果を紹介します。 

  会期：平成 30 年 1月 20 日（土）～3月 25 日（日） 

  主催：兵庫県立考古博物館 

  共催：公益財団法人兵庫県まちづくり技術センター 

展覧会の構成と主な展示品 

◆１ 平成 19年から 28年度発行の発掘調査報告書より 

 県教育員会が刊行した過去 10 年間の報告書より、19遺跡の出土品について 

 研究成果を踏まえて展示する。 

 （主な展示品） 

 〇但馬の王墓に飾られた“かわいい埴輪”［池田古墳／朝来市平野］【写真①】 

  ５世紀の山陰で最大の規模をもつ前方後円墳である池田古墳では、全国最多の 

  24 体以上の水鳥形埴輪が出土しており、古墳時代の葬送儀礼を考える上で貴重 

  な資料である。 

 〇“銀の和同開珎
わどうかいちん

”は朝廷からのご褒美［九蔵
ぐ ぞ う

遺跡／南あわじ市阿万東町］【写真②】 

  九蔵遺跡は公的性格も持つ塩づくり集落と判明している。そこから、全国 33 遺 

  跡/48 例しか出土例のない和同開珎（銀銭
ぎんぜん

）が 1点出土した。古代の淡路は朝廷 

  に海産物を貢いだ御食国
み け つく に

の一つで、遺跡周辺は平城京跡出土の木簡に記された 

  「三原
み は ら

海女
あ ま

」の本拠地とする意見が強まった。この銀銭は朝廷からの“ご褒美” 

  であった可能性も考えられる。 

◆２ 平成 29年度の発掘調査速報 

 今年度、県教育委員会が（公財）兵庫県まちづくり技術センターに委託して行った発掘調査から、3遺跡

を選んでその成果について速報展示する。 

 （展示する遺跡） 

 〇宗佐遺跡（加古川市八幡町宗佐） 

 〇和泉谷・津原古墳群（美方郡新温泉町戸田・三谷） 

 〇南構遺跡（豊岡市日高町久斗） 

関連行事 

◎講演会【兵庫考古学研究最前線 2017】 

 ２月 ３日（土）「丹後と山陰との交流－新温泉町対田清水谷弥生墳墓群－」上田健太郎（当館学芸員） 

 ２月 17日（土）「ここまでわかった大市駅家」篠宮 正（朝来市教育委員会文化財課長） 

 ３月 10日（土）「列島南西部の旧石器文化－兵庫県での調査を踏まえて－」 

         久保弘幸（（公財）兵庫県まちづくり技術センター副課長） 

◎発掘調査速報会 

 ３月 11日（日）兵庫県が実施している最新の発掘調査成果を調査担当者が報告します。 

※詳細はチラシをごらんください。 

問い合わせ：兵庫県立考古博物館 学芸課 担当：深井明比古（ふかいあきひこ） 

TEL ０７９－４３７－５５６２（学芸課直通） 

①水鳥形埴輪 

②和同開珎 






